
年間授業計画　新様式例

都立墨田川高等学校 令和７年度（３学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

物理
理科 物理 5

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を
身につけるようにする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

物理
物理基礎で身につけた、物理的な現象についての基本的概念や原理・法則をもとに、気体分子の運
動、音と光、電流と磁場、電磁誘導と電磁波などについて学習し、さらに知識の定着を図るため演
習も行う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

物理について、基本的な概念や原理・法則を理
解し、身につけている。

物理についての事物・現象の中に問題を見いだ
し、科学的に考察し、導き出した考えを表現し
ている。

物理についての事物・現象に主体的に関わり、
科学的に探求しようとする態度を身につけてい
る。

物理707「総合物理Ⅰ」数研出版　　物理708「総合物理Ⅱ」数研出版

理科

態
配当
時数

15

C 波の性質
【知識及び技能】
波の性質についての基本的な概念や
原理・法則などを理解するととも
に、科学的に探究するために必要な
観察、実験などに関する基本操作や
記録などの基本的な技能を身に付け
ること。
【思考力、判断力、表現力等】
波の性質について、観察、実験など
を通して探究し、規則性や関係性を
見いだして表現すること。
【学びに向かう力、人間性等】
波の性質について主体的に関わり、
見通しをもったり振り返ったりする
など、科学的に探究しようとする態
度を養う。

波動とは、媒質の1点に起こった振
動が、媒質中を少しずつ遅れて伝
わっていく現象であることを確認
させ、波を表す要素（振幅、周
期、振動数、波長そして波の伝わ
る速さ）についても確認させる。
波源が単振動をするとき、その振
動が周囲の媒質に伝わると正弦波
が生じることを理解させる。ま
た、媒質に波が伝わる時間を考慮
して、原点での単振動の式をもと
にして正弦波の一般式を正しくつ
くれるようにする。波面の進み方
はホイヘンスの原理によって説明
され、この原理から反射・屈折の
法則を導くことができることを示
す。

【知識・技能】
波の性質についての基本的な概念や原理・法
則などを理解しているとともに、科学的に探
究するために必要な観察、実験などに関する
基本操作や記録などの基本的な技能を身に付
けている。
【思考・判断・表現】
波の性質について、観察、実験などを通して
探究し、規則性や関係性を見いだして表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
波の性質について、主体的に関わり、見通し
をもったり振り返ったりするなど、科学的に
探究しようとしている。

○ ○ ○ 18

B 気体のエネルギーと状態変化
【知識及び技能】
気体のエネルギーと状態変化につい
ての基本的な概念や原理・法則など
を理解するとともに、科学的に探究
するために必要な観察、実験などに
関する基本操作や記録などの基本的
な技能を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
気体のエネルギーと状態変化につい
て、観察、実験などを通して探究
し、規則性や関係性を見いだして表
現すること。
【学びに向かう力、人間性等】
気体のエネルギーと状態変化につい
て主体的に関わり、見通しをもった
り振り返ったりするなど、科学的に
探究しようとする態度を養う。

○ 18

A 熱と物質
【知識及び技能】
熱と物質についての基本的な概念や
原理・法則などを理解するととも
に、科学的に探究するために必要な
観察、実験などに関する基本操作や
記録などの基本的な技能を身に付け
ること。
【思考力、判断力、表現力等】
熱と物質について、観察、実験など
を通して探究し、規則性や関係性を
見いだして表現すること。
【学びに向かう力、人間性等】
熱と物質について主体的に関わり、
見通しをもったり振り返ったりする
など、科学的に探究しようとする態
度を養う。

温度は原子や分子の熱運動の激し
さを示すものであり、絶対温度と
セルシウス温度との関係を理解さ
せる。熱がエネルギーの一形態で
あることを示し、比熱の定義を理
解させたうえで，温度をΔＴ〔K〕
変化させるのに必要な熱量を考え
させる。また、外部との熱のやり
とりがない場合、熱量が保存され
ることを理解させる。物質の三態
と熱運動の関係を理解させる。の
こぎりで木を切ると，分子の熱運
動が活発になるということから仕
事と熱の関係性を理解させる。

【知識・技能】
熱と物質についての基本的な概念や原理・法
則などを理解しているとともに、科学的に探
究するために必要な観察、実験などに関する
基本操作や記録などの基本的な技能を身に付
けている。
【思考・判断・表現】
熱と物質について、観察、実験などを通して
探究し、規則性や関係性を見いだして表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
熱と物質について、主体的に関わり、見通し
をもったり振り返ったりするなど、科学的に
探究しようとしている。

○ ○

気体分子の運動を力学的に扱って
気体の圧力を表す式を導く。この
式と理想気体の状態方程式とか
ら.，気体分子の平均運動エネル
ギーが絶対温度に比例することを
導き、理解させる。理想気体の内
部エネルギーは分子の運動エネル
ギーの総和であり、内部エネル
ギーが絶対温度に比例することを
理解させる。
熱力学第一法則の式を用いて，定
積変化，定圧変化，等温変化，断
熱変化を理解させる。
関連して，自然界のエネルギーの
変換では不可逆変化が伴うことを
示し，サイクルの熱効率や熱力学
第二法則にも触れる。

【知識・技能】
気体のエネルギーと状態変化についての基本
的な概念や原理・法則などを理解していると
ともに、科学的に探究するために必要な観
察、実験などに関する基本操作や記録などの
基本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
気体のエネルギーと状態変化について、観
察、実験などを通して探究し、規則性や関係
性を見いだして表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
気体のエネルギーと状態変化について、主体
的に関わり、見通しをもったり振り返ったり
するなど、科学的に探究しようとしている。

○ ○
前
期

○

定期考査
○ ○ 1



単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

○

前
期

後
期

定期考査
○ ○

G 電流
【知識及び技能】
電流についての基本的な概念や原
理・法則などを理解するとともに、
科学的に探究するために必要な観
察、実験などに関する基本操作や記
録などの基本的な技能を身に付ける
こと。
【思考力、判断力、表現力等】
電流について、観察、実験などを通
して探究し、規則性や関係性を見い
だして表現すること。
【学びに向かう力、人間性等】
電流について主体的に関わり、見通
しをもったり振り返ったりするな
ど、科学的に探究しようとする態度
を養う。

導体を流れる電流の大きさ、また
それが電圧に比例することを示
し、電気抵抗を理解させる。電流
や電圧の意味を確認しながらキル
ヒホッフの法則をきちんと理解さ
せる。抵抗率が導体と不導体の中
間にある半導体について、電流が
流れるしくみや特徴を理解させ
る。また、半導体ダイオードの原
理や整流作用についてもふれる。

【知識・技能】
電流についての基本的な概念や原理・法則な
どを理解しているとともに、科学的に探究す
るために必要な観察、実験などに関する基本
操作や記録などの基本的な技能を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】
電流について、観察、実験などを通して探究
し、規則性や関係性を見いだして表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
電流について、主体的に関わり、見通しを
もったり振り返ったりするなど、科学的に探
究しようとしている。

F 電場
【知識及び技能】
電場についての基本的な概念や原
理・法則などを理解するとともに、
科学的に探究するために必要な観
察、実験などに関する基本操作や記
録などの基本的な技能を身に付ける
こと。
【思考力、判断力、表現力等】
電場について、観察、実験などを通
して探究し、規則性や関係性を見い
だして表現すること。
【学びに向かう力、人間性等】
電場について主体的に関わり、見通
しをもったり振り返ったりするな
ど、科学的に探究しようとする態度
を養う。

D 音
【知識及び技能】
音についての基本的な概念や原理・
法則などを理解するとともに、科学
的に探究するために必要な観察、実
験などに関する基本操作や記録など
の基本的な技能を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
音について、観察、実験などを通し
て探究し、規則性や関係性を見いだ
して表現すること。
【学びに向かう力、人間性等】
音について主体的に関わり、見通し
をもったり振り返ったりするなど、
科学的に探究しようとする態度を養
う。

音の反射・屈折・回折・干渉につ
いて理解させる。弦の振動や気柱
の振動、共振・共鳴について、観
察、実験を通じて理解させる。
波源と観測者とが相対的に運動し
ているときには、観測者が受ける
振動数は波源本来の振動数とは異
なるドップラー効果が起こること
を理解させる。音源が動く場合に
は、観測者の運動に関係なく波長
が変化することを理解させ、反射
板の有無や斜め方向のドップラー
効果についても演習問題を通じて
理解させる。

【知識・技能】
音についての基本的な概念や原理・法則など
を理解しているとともに、科学的に探究する
ために必要な観察、実験などに関する基本操
作や記録などの基本的な技能を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
音について、観察、実験などを通して探究
し、規則性や関係性を見いだして表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
音について、主体的に関わり、見通しをもっ
たり振り返ったりするなど、科学的に探究し
ようとしている。

○ ○ ○ 18

帯電は電子の過不足によって起こ
ること、また電気間ではたらく力
の大きさについてのクーロンの法
則を理解させる。電場は試験電荷
にはたらく静電気力の大きさと向
きにより定まるベクトルであるこ
とを理解させる。定義より静電気
力による位置エネルギーが電位で
あることを示し、電場と電位との
関係を理解させる。電場の中に置
かれた導体と不導体の様子の違い
を理解させる。コンデンサーの電
気容量を導き出し、他の物理量と
の関連を示しながら理解させる。
また極板間に挿入された誘電体の
はたらき、および誘電率、比誘電
率を理解させる。コンデンサ―の
接続についても理解させる。

【知識・技能】
電場についての基本的な概念や原理・法則な
どを理解しているとともに、科学的に探究す
るために必要な観察、実験などに関する基本
操作や記録などの基本的な技能を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】
電場について、観察、実験などを通して探究
し、規則性や関係性を見いだして表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
電場について、主体的に関わり、見通しを
もったり振り返ったりするなど、科学的に探
究しようとしている。

○

○ ○ ○ 25

○ ○ ○ 18

18

1

○

E 光
【知識及び技能】
光についての基本的な概念や原理・
法則などを理解するとともに、科学
的に探究するために必要な観察、実
験などに関する基本操作や記録など
の基本的な技能を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
光について、観察、実験などを通し
て探究し、規則性や関係性を見いだ
して表現すること。
【学びに向かう力、人間性等】
光について主体的に関わり、見通し
をもったり振り返ったりするなど、
科学的に探究しようとする態度を養
う。

光は電磁波の一種であり、反射・
屈折の法則が成りたつことを理解
させ、みかけの深さや全反射につ
いて、その機構を理解させる。
凸レンズと凹レンズ、球面鏡がつ
くる像について像の作図方法、写
像公式を理解させる。
ヤングの実験など干渉における光
路差を考えさせ、媒質中での波長
の変化や反射の際の位相の変化に
も注意して正しく干渉の式を使え
るようにする。

【知識・技能】
光についての基本的な概念や原理・法則など
を理解しているとともに、科学的に探究する
ために必要な観察、実験などに関する基本操
作や記録などの基本的な技能を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
光について、観察、実験などを通して探究
し、規則性や関係性を見いだして表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
光について、主体的に関わり、見通しをもっ
たり振り返ったりするなど、科学的に探究し
ようとしている。



単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

後
期

定期考査
○○

G 電磁誘導
【知識及び技能】
電磁誘導について、基本的な概念や
原理・法則などを理解するととも
に、科学的に探究するために必要な
観察、実験などに関する基本操作や
記録などの基本的な技能を身に付け
ること。
【思考力、判断力、表現力等】
電磁誘導について、観察、実験など
を通して探究し、規則性や関係性を
見いだして表現すること。
【学びに向かう力、人間性等】
電磁誘導について主体的に関わり、
見通しをもったり振り返ったりする
など、科学的に探究しようとする態
度を養う。

H 電流と磁場
【知識及び技能】
電流と磁場についての基本的な概念
や原理・法則などを理解するととも
に、科学的に探究するために必要な
観察、実験などに関する基本操作や
記録などの基本的な技能を身に付け
ること。
【思考力、判断力、表現力等】
電流と磁場について、観察、実験な
どを通して探究し、規則性や関係性
を見いだして表現すること。
【学びに向かう力、人間性等】
電流と磁場について主体的に関わ
り、見通しをもったり振り返ったり
するなど、科学的に探究しようとす
る態度を養う。

点電荷のつくる電場と対比させな
がら、磁場について理解させる。
直線電流が周囲につくる磁場、円
形電流が円の中心につくる磁場、
ソレノイドがその内部につくる磁
場について、各場合の電流・磁場
の関係を理解させる。電流が磁場
から受ける力について理解させ、
平行電流が及ぼしあう力について
も、それに基づいて理解させる。
これまでの内容をもとに運動する
荷電粒子が磁場から受けるローレ
ンツ力について説明する。一様な
磁場内での荷電粒子の運動が等速
円運動やらせん運動になること、
またこのことを応用した例である
サイクロトロンについて説明す
る。

【知識・技能】
電流と磁場についての基本的な概念や原理・
法則などを理解しているとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実験などに関す
る基本操作や記録などの基本的な技能を身に
付けている。
【思考・判断・表現】
電流と磁場について、観察、実験などを通し
て探究し、規則性や関係性を見いだして表現
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
電流と磁場について、主体的に関わり、見通
しをもったり振り返ったりするなど、科学的
に探究しようとしている。

○ ○ ○

I 電子と光、原子と原子核
【知識及び技能】
原子と原子核について、基本的な概
念や原理・法則などを理解するとと
もに、科学的に探究するために必要
な観察、実験などに関する基本操作
や記録などの基本的な技能を身に付
けること。
【思考力、判断力、表現力等】
原子と原子核について、観察、実験
などを通して探究し、規則性や関係
性を見いだして表現すること。
【学びに向かう力、人間性等】
原子と原子核について主体的に関わ
り、見通しをもったり振り返ったり
するなど、科学的に探究しようとす
る態度を養う。

H 電子と光
【知識及び技能】
電子と光について、基本的な概念や
原理・法則などを理解するととも
に、科学的に探究するために必要な
観察、実験などに関する基本操作や
記録などの基本的な技能を身に付け
ること。
【思考力、判断力、表現力等】
電子と光について、観察、実験など
を通して探究し、規則性や関係性を
見いだして表現すること。
【学びに向かう力、人間性等】
電子と光、原子と原子核について主
体的に関わり、見通しをもったり振
り返ったりするなど、科学的に探究
しようとする態度を養う。
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定期考査
○ ○

合計

195

陰極線の本体が電子であることを
理解させる。トムソンの実験とミ
リカンの実験とから、電子の比電
荷、電荷、質量の各値がどのよう
に得られたかを理解させる。
光電効果について考えさせ、式 Ｋ
０＝ｈν－Ｗ から、光電効果の現
象が定性的にも定量的にも理解さ
せる。ブラッグ反射やコンプトン
効果により、X線や光子の二重性を
理解させる。またそれと対比しな
がら、電子の波動性を理解させ、
それの利用で電子顕微鏡が作られ
たことも扱う。

【知識・技能】
電子と光についての基本的な概念や原理・法
則などを理解しているとともに、科学的に探
究するために必要な観察、実験などに関する
基本操作や記録などの基本的な技能を身に付
けている。
【思考・判断・表現】
電子と光について、観察、実験などを通して
探究し、規則性や関係性を見いだして表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
電子と光について、主体的に関わり、見通し
をもったり振り返ったりするなど、科学的に
探究しようとしている。

○ ○ ○ 9

1

コイル内に磁石を出し入れさせ、
検流計の針が振れることを見せ、
実感を伴うように授業を進める。
磁場を横切る導線に生じる誘導起
電力について理解させる。その
際、ファラデーの電磁誘導の法
則、エネルギーの移り変わり、磁
場によるローレンツ力など、多方
面から考えさせるようにする。
コイルに流れる電流が変化すると
誘導起電力が生じ、その大きさは
電流の変化の速さに比例すること
を理解させる。電流の流れている
コイルにはエネルギーが蓄えられ
ていることを把握させる。交流の
発生のしくみと、交流電圧の式、
交流の実効値などを理解させる。
コイルやコンデンサーのリアクタ
ンス、位相差を理解させる。イン
ピーダンスについても扱う。電気
振動では振動が生じる理由とその
ときの固有周波数が共振周波数と
一致することを学習させる。

【知識・技能】
電磁誘導についての基本的な概念や原理・法
則などを理解しているとともに、科学的に探
究するために必要な観察、実験などに関する
基本操作や記録などの基本的な技能を身に付
けている。
【思考・判断・表現】
電磁誘導について、観察、実験などを通して
探究し、規則性や関係性を見いだして表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
電磁誘導について、主体的に関わり、見通し
をもったり振り返ったりするなど、科学的に
探究しようとしている。

○ ○ ○ 25

最も軽い元素である水素の気体の
発するスペクトル中のバルマー系
列の波長を求める式を示し、それ
をもとにボーアの水素原子模型に
ついて説明、水素原子のエネル
ギー準位を理解させる。
不安定な原子核から放出される放
射線には、おもにα線、β線、γ
線の3種類があること、それらの本
体が何であるかを説明するととも
に、崩壊時に質量数や原子番号が
どのように変化するかを理解させ
る。半減期について理解させる。
質量欠損、結合エネルギーの定義
を正しく理解させる。結合エネル
ギーのところでは、核分裂、核融
合でのエネルギーの解放を計算も
含めて理解させる。

【知識・技能】
原子と原子核についての基本的な概念や原
理・法則などを理解しているとともに、科学
的に探究するために必要な観察、実験などに
関する基本操作や記録などの基本的な技能を
身に付けている。
【思考・判断・表現】
原子と原子核について、観察、実験などを通
して探究し、規則性や関係性を見いだして表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
原子と原子核について、主体的に関わり、見
通しをもったり振り返ったりするなど、科学
的に探究しようとしている。

○ ○ ○ 9
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